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"絵 t ' 同其他的伺悟 ､ 成分之同, 存在者内容




" 放在唱漕部分之 中, 兼職内容
和形式地加以双察堀?実践是回答退 - 提向的
惟 一 途径｡
笠者域圏通迂遠 一 途径, 対
" 治 " 的各十




紫 ｡ 第 一 歩, 由 一 批弔面材料朝l出若干結蛤
作労慣悦｡ 第二歩, 自造例句, 用以悦明慣悦｡













" 的向接実簡 ､ 介唱 "絵 "
的実情 ｡(2)Ⅴ ､ v , 不能帯同接実漕的劫伺｡
(3)Ⅴ
′
, 可帯向接実悟 的功伺｡ (4)0 , 功咽
"
治
" 的宜按実漕 ､ 其他劫頂的実漕 [包括意










1 . 1 治+乙 + 0
先着例句｡
o1 我治了他 - 十噴巴｡ (敢253)
02 要地悦出来, 非絵他苦央吃不可 !
( 高121)
o3 既象欣寅着自己的那片塙, 又佑併給
･ 祥子十机会思索思索 ｡ ( 祐80)
o4 我治他, 我穿什/i ? ( 侯131)










































" 本身表示治予, 其五接実悟 0表示治予





例02､ 例03是本市悟序的延技 ｡ 由子其他劫
伺継0而来, 専致了句子的衰臭化｡ 退去現在






同吋表示使功 ｡ 再看 0和 Ⅴ , 其rE]
的美系可分力丙秤: - 是 " Ⅴ + 0 " 憐得通 ,
畠然井不完全符合句意 ; - 是 Ⅴ不能支配 0,
男有実情 ｡
如例04､ 例05､ 例06所示, 除主悟以外, 0
和 " 乙 " 有吋不在句中出現 ｡ 不待言 , 可以



















1 7 追回机的樹皮全治件 ｡ (高1 43)
18 銭都先治人家了 ｡ (王 41)
19 求求悠把官給我肥｡ (張 240)
20 我打屯塙絵老紀, - - (王 249)
昭博部分中只有
" 絵乙 " 或 " 給 " 吋, 良
到什 /L 地方去技0堀 ?上文或者本句的 " 治 "
之前｡ 在退里只犠后者｡






祥｡ 因此 , 拙稿没有男造符号 , 径用0放在格
式之中, 以求反映英虜 ｡
退 一 倒量的悟序勅以成立的条件, 依拙兄主
要有二 ｡ 其 - , 0既然由塙料 (topic) 之 一
変成塙題 (s ubje ct of a talk), 官所表示的






唱悟 " 給 " 的前 后至 少要 有 - 祥其他項 悟






現的｡ 称退 一 億序力鮎窒式也好, 実漕的倒宣







｡ 退 一 点, 同以 " 逮 " ､ " 技 " 之美的功碩
力唱儀的鮎茸式 一 祥｡





之 前｡ Ⅴ所表示的, 不外是
制作 ､ 約束､ 交付 ､ 侍通之美的功作 ｡ " 治 "





起来, 悦明 0)j干何処､ 落人碓手 . 由子0同






(2) 把+ 0+ 治+ 乙
(22 鑑三把点心姶李四 ｡)
(3) Ⅴ+ 0+絵 +乙









絵予｡ 在形式上, " 乙 " 的前后不能有其他功
t司｡
2 . 給 B
2
.





24 地治我看了地的舎手栽｡ (王 346)
25 没有地方絵他坐, 到祉是雪 ｡
(姑 102)
26 鞍絵他穿太可惜了｡ (高121)
27 老年人常常就信手把后 - 頂帽子絵年
軽人戴上 ｡ (張64)
28 等会)Ltヒ我照 一 弘表情最好的絵件看
看｡ ( 春88)
29 周姉子四 赴托人, 想治他技 一 口的吃｡
(高181)
30 釆, 起巣弄盆熱水絵洗洗胎｡ (春172)











" 享用 0 ｡ 既然如此 , 我爪也就役有
理由悦, " 絵 ' ' 不是 "班" ､ " 叫 " , " 晴" ､ " 令
"
,
















牛的便必定是他提供的 ｡ 就是悦, " 治 + 0 "
的夫系也要成立 ｡ 因此, "33 他治小隼喝牛









中的 " 情 " ､ " 叫" 之芙,
是決不能代之 以 " 絵 " 的 ｡ 因労 " 意見 " ､
" 廊所" 既不是能鯵絵予的事物, 更不是什'L
可以享用的事物｡




+ 0 + Ⅴ " 的変体 ｡ カ免寓題 , 在此只強渦
63
一 点:丙者的句型不同, 因而句意重点不同｡
本市的格式着量的是 " 絵+ 乙+ Ⅴ" , 而上 一




有趣的是, 本市格式去持主簡和 " 絵 " , 所
剰的部分是 一 般的功伺唱漕 句, 如
"
37 李
四吃点心 " [以例41力例, 下同] ; 去樟 Ⅴ,
所剰便成力双実句, 如 "38 張三治李四点
心
"









退些変体都不乏其例, 但元治窓祥変化, " 治
+乙+ Ⅴ
"
的順序是相対固定的 ｡ 男外, 省





所祉的情況 , 同 "39 桧票
田吐逆喝 " ､ "40 他不tヒ告塀祢 " 中的 " 班 "
是完全 - 祥的 ｡
忠之, 在本市的下列憶序中, " 絵 ' ' 表示吐
"
乙
" 享用0, 井在客ヌ兄上起着力 " 乙 " 提供
0的意又作用 ｡
(1) 絵+ 乙+ Ⅴ+ 0
(41 鑑三治李四吃点心 ｡)
(2) 拾+ 乙+ Ⅴ
(42 鑑三治李四吃 ｡)
(3) 0+治 +乙+ Ⅴ
(43 点心治李四吃 ｡)
(4) 把+ 0 +絵+ 乙+ Ⅴ
(44 鑑三把点心治李四吃了 ｡)
(5) Ⅴ + 0+治+ 乙十 Ⅴ
(45 鑑三芙点心絵李四吃 ｡)
(6) 拾+ 乙+ Ⅴ + 0 + Ⅴ
(46 鑑三治李四芙点心吃 ｡)









48 不能姶退/L 多人妻胎｡ ( 春122)
49 嫌件壱壱絵件去人了? (王63)
編在退里的現由在干, 退也是兼悟句｡ 只是
v o所表現的内容同上 一 帯的敢然不同｡ 因此
尽管使用頻度相対地佐 一 些 我Ln 也不能元視























｡ 至干倣的是什/L 事, 甚至倣草本
身, 井不是退紳句子所須点出的; 又 ,
" 果 "
対施事的影嫡, 也不是退押句子所須悦明的 ｡













以V O力其0, 便可得到解答 :
50 鑑三姶李四 芙点｣山｡
51 鑑 三絵李四 帯来表面子(的損害)｡
一
本苛的悟序, 只有掠題所示的 - 紳｡ 既元倒
畳形式, 且元省略形式｡














































































" 治乙 " 同 V
o, 用
" Ⅴ + 0 +治+乙 " [如例23] 来表示






" 力" ､ " 替' ' 等 一 祥, 而且常被用来代替追突
介碩,
" 絵" 的尚未喪失殆尽的英領性是不甚
明星的｡ 由此可 以引出的 一 十有美的結協是 :
要想強渦 " 絵 " 対0的支配作用 以及 0的相
宿, 最好采用
" Ⅴ + 0 + 絵+ 乙 " 的格式 ;
要想沖淡此意, 着重表現力碓而功作的内容,
便采用本市的格式｡
" 芙点心 " 美的 V O例挙不姓挙, 其中的Ⅴ
所表示的功作, 大体上可分力制作 ､ 抱求 ､ 交
付､ 侍送等凡美｡ 又, 豊子句意上的需要 , 0
是必要的, 元治官位干何赴｡
格式的延妓 ､ 省略及其内申実情的位移, 莫
不可以挙 一 反三 ｡ 前岡章既 己叙及 , 仙此不再
発述 ｡ 但労協桧方便起兄, 只挙 - 或弼十自造
的例句作代表, 冠干其他例句之上 ｡




























可以不帯0 [如 " 工作 "] ;帯0 , " 絵+ 乙
+ 0
"
也不符句意 , 甚至不合情理 [如
"
絵








































上述是就 一 般情況而治的｡ 男有三相特殊情
況, 略述手下列例句之后 ｡




64 伸治我目上濠! ( 路128)
65 治我好好地念弔, 昭才喜双｡ ( 高56)


















第二押 , 如例63所示 ｡ 用以埋怨折塙人 : 労
什/L 倣退神政徳事?其主要特点是 :(1)将第 一
人称宣子 " 治 ' ' 之后 ｡ (2)由 V O表示板杯
"
戟
" 的東西, 或, 倣有害干
"
我
" 的事 ｡ (3)
句子采用疑同或感収的悟汽｡
第三秤, 如例64､ 例65所示 ｡ 与前岡神的弄





















出 - 秤析t古人只能惟命是札的弓嵐 , 加強了句
65
子的命令口汽｡
除上 述 三 相特殊情況 以外, 元 治 V O是
" 芙点心 " 芙逐是 "擦汗
"
莱, 本章唱漕部分





的形式出現｡ 被省略的 " 乙 " , 正如 " 吃







是元須或不便点明的｡ 退 一 点, 同表面上采用








莱, Ⅴ之后未必 需要C ,
是同第六章格式的相昇之祉｡
綜上 , 初歩結治是 : " 絵C '' 是介碩, 略同
千









示0的接受者 ; V Oカ "擦汗 " 美吋, " 乙 "
表示 Ⅴ所造成的効果的接受者｡
4 . 給 D
4
.







67 玉宝昭治人家悦了不少好楕 ｡ (高28)
68 件可得 _F3上絵我回塙. (弘221)
69 我絵件解程解揮 ｡ (侯70)
V O表示在口央上申悦､ 持込某事｡ 其例述
可挙出 "柑信" ､ " 托付后事 " ､ " 交代事由 "
等｡ 面前若元析情人在, 追突動作便元晃子元
的放矢｡ " 絵 " 的作用正在干将表示折塙人的
"
乙
" 引入句中, 以満足句意需要 ｡ 用 以解揮
此処的 " 治
"
的, 在常用 介間 中, 恐伯数
"対 " ､ " 向 " 最力合宜 ｡
4
.




71 絵凡位苓塙安来了｡ (王 95)
72 件去絵他櫨三十央 ｡ ( 絡79)
73 退不治悠道喜来噛!(春129)
V O表示用悟言或動作致意的社交行力｡ 所
致的意, 可分力敬意 ､ 餌意､ 噛意 ､ 歎意 ､ 告












































" 向" 代之 , 不致改変基本句意｡
4 . 3 治+乙+ Ⅴ+0 [vO : " 貼春咲" 芙]
先看例句
74 弓媒三治r1 上貼春咲｡
75 他絵屋r1珪上鎖 ｡ ( 弘265)
76 再不成就晩上勲粥吋拾件娘担那碗里
放点安眠弱吐地吃砲了就犯困 - - (王54)
V O表示添加業物｡ " 拾乙 '' 意味着 " 往某
十日転
"
, 退是同前丙市岡祥的地方｡ 又, 同


















結果的接受者 ;本章的 "拾 D
"
, 介出了頓悟 ､





性, 是我†口区分両者 ､ 男立
"
治 D
" 退 一 条
目的決定性板据｡
綜上 ,















" 向 " ､ " 往" 来揮又 ｡
5 . 給E












82 舎墨絵宅刷了去 ｡ ( 張272)
Ⅴ表示主簡所示事物的功作 , " 乙 " 表示受
辛, 是突成上 的0 ｡ 丙者 的美系建立在 " Ⅴ
+乙
'' 逆十算式成立 的基拙之上 ｡ 例句逆 一
歩告塀我イn: 劫作具有改変受事原状的能九
受事具有特定的性庶 ; 在浩杓上 , Ⅴ之后要有
朴悟､ 重畳､ 吋悉助伺之美的附加碩悟, 補助














鮎宣句｡ 比較替換前后, 句意､ 浩杓均元二致｡





'' 祉用了 " 絵" 字的祉畳句吋,
是碓免会感到燕解的｡






83 鑑三給狗校了 一 口 ｡
84 李四 治汽李撞拐了 ｡
85 什/L 兜絵人家掬了呼? (春191)
86 玉宝治雨水淋着｡ (高81)
87 夢給人拾着送回来了 ｡ (高24)
88 他凡乎覚得没股再送人和｢ , 而絵大
家当笑塙悦 : " " ｡ (祐47)







乙 + Ⅴ + 主漕
"
｡ 同上 一 帯
相比較, 施事与受事位宝達反, 但是 Ⅴ所表示
的, 都是可以対受事施加影桐的能功性劫作 ;
而且 , Ⅴ之后必有附加頂悟 [ 偶有之前有者,
如例88所示]｡ 退 一 点 , 也同姓宣句 - 祥 ｡
再多看 一 些例句的場, 将会友現 : 宅イr1多表
示既成事実, 既成事実多力受事不情暦遭受的







, 即可変成叙述同 一 事突的
赴萱句 [ 反之未必]｡ 拙兄以力 , 遥些正是 口
悟被功句浩杓上 ､ 内容上 ､ 感情色彩上的特点｡






` `叫 " ､ " 班 " 的
同美｡





一 苛的 "治 " 可解作 " 把 " , 恐稚蹄身普通博
行列 ｡ 第二苛的 " 治 " 可視カ " 被 " 的同又
"給' ' 字 初 探

















94 把他退 /L 件大事)L絵忘 一 辺ノL去了 ｡
( 張276)






表現了対 ``丙 " 施加劫作, 井使之迭到新状
悉的内容｡ 没有 " 給 " , 我イn 感覚不到映少什
/

















解答, 写出来以祭商権｡ 那就是 : 元治悦塙人
在主ヌ兄上意快到与否 , 至少在客ヌ兄上 , " 絵 "














的存在｡ 与之願力相葉的, 是 "95 我践他




















]､ 介切結杓 [如 "l^ 草地 (莱)"]
以及名伺 [如 " 明天 (莱)]｡ 悦 " 治" 不是












伺 ､ 悟弓助伺 ､ 浩杓助碩中的任何 一 美｡










101 屋里 巳被小福子絵収拾好｡ (賂181)
" 丙
"
在退里代表介伺 "吐 " , " 叫 " ､ " 被"
的実悟 , l^ 内容看, 是Ⅴ的施事｡ 由子主悟英
成上是 0, 丙者祉干
"



























, 到底是由他騎走了 , 逐是
被他騎走了?只着通 一 句, 是得不到石角切的答























3 治+ Ⅴ + C
先看例句
103敢三准得絵蔵起来｡

















110明年治美在屯梯里, - - (春191)
1 11 信封上絵井了十天薗 ! (張31 7)
112 高学田己経治拾逆屋来, 放在地下 ｡
(高24)
113 突陳上我己経姶撤到 一 辺去了｡
(王187)
前 一 組例句絵人 一 紳乍看之下若有残映的印











三十字的作用. 理由是 : 官1rl都必有上
文, 上文中必含表示受事的碩悟 -
" 丙 '',













之美的咽悟 ｡ 又如例106, 上文是 " 恋明白肺
票下辺印的J是紀念郎票的符号唱 ?
`鴻 ‥ 苓'









"把丙" 不然, 只有当 " 丙 "
己在上文中成労塙題, 頚要把塙悦得筒練 ､ 紫
湊的吋候, 其省略才有可能実現｡
是不是可以用同祥的減点, 将后 一 組例句視
力省略 " 班 " 等的被功句吃 ?如果可以, 是










吐那条蛇 " 之美 的1司悟 ,
不伐是可以的, 而且使句子変得更加完整｡
前 一 組例句中的 " 給 " 之后 , 没有伺漕可
以朴出｡ 因此, 仙官在唱悟部分中所祉的位宣
香, 我Irl悦宅不是省持実憶的功咽或介う風 而





作男 - 押解樺, 悦宅是可以象
" 被 " 那祥省




句､ " 那)L" 句力例来場明的場 , 経実地盤
価 , 下列丙姐都姑得住脚, 而且都是 - 十内容､
三相税法｡
114張三吐那条蛇 絵 師優了o
l15 鑑三 絵那条蛇咋優了 ｡
108弓k三 治 咋優了 ｡
116 那)L叫沸客 治 堵得水i世不通 ｡
117 那ノL 絵沸客堵得水滑不通｡
















1 18 弓妊三逐給李四条志 ｡
1 19 - 十南方口 音根量的女該逓絵我 一 会
梱 ｡ (王245)
120他的弱都莫治努人了｡ ( 高31)
121 我送治件肥 ｡ (張294)
122既然借絵他穿P軌 件当吋就机那多不
合造 ! (侯133)













以直接将之宣子其后 . J^ 頂又看, 退些 Ⅴ ' 所






























曹如例121, 如充 " 拾" 字, "贈送 " 的 " 逮 "









他如 " 126 弓鑑三借了李四岡本弔 " 0 i炎塙




的結果非局内人不得而知 ｡ 力持 " 弔 ' '

































人所有甚至所用｡ 要述悦退 - 内容, 只弄変換
悟序是元治如何迭不到目的的, 因労表示 一 般













同 " 乙 " 組成介頂浩杓, 作Ⅴ的結果朴悟,
持出0的J)j宿, 是本市的 " 絵 " 的基本作用 ｡
69
然其常要兼起的男 一 作用也不客先視｡ 那就是
如例135和例137所示的, 対后練的第二 唱儀所
起的 " 拾B " 的作用 ｡ 可帯双実悟的功碩 作
第 一 唱簡吋也 - 柿, 如例122, 例123所示 ｡
下列数例中的 " 絵" , 同常犯的 " 坐在了椅




























140 那人先是 一 任 , 随即把麦克夙侍絵了
自己的下 - 十｡ (王27)
141 他把自己的手表解下乗送治了女ノL｡
(弘250)
但是, 功頂 " 完
"
井不以随后而来的 ";A "
力其制約条件, " 故" 移到別姓也不妨碍 " 吃
完" 成立 ｡ " 在' '､ " 到 ' ' 与 "絵 '' 不然, 只有
同各自的実悟組成 - 十整体, 才有缶格附在中











" 荏 " ､ " 到 " 是保留
了 一 点功喝適痕的介伺｡ 如此而己, 邑有他誌!
綜上, 初歩結嘘是 : " 絵G " 是介伺 , 蓬同
其実悟作朴悟 ; 朴漕之后簸有其他功碩吋, 兼
起 " 絵B " 的作用 ｡
8 . 真吾束漕
至此, 対 " 治 " 字倣了 一 番定性性的初歩
探討｡
カ了迭到退次撰写的基本目的, 篭者 一 方面













① 参兄王同位主編 《新現代孜簡伺典》 第52
70 岡田文之助
7､ 528頁, 海南出版社, 1992年12月 ｡








使対方得到｡ 如 : 我絵他
字典 " . 功喝 "拾 "(2),
"








" 表示 対象､ 目的, 相当干
`労' ､ `替
'























如 :絵退ノL潅水 " ｡ 助洞 " 絵" ,
"
用在英些功




② 背面材料, 如下所列 ｡ 以中引用的例句,
其前均転有序号, 其后括号内均注明出祉及其
頁喝 ｡





(2) 高玉宝 : 《高玉宝≫ , 人民文学出版社,
1972年｡ ( 簡称 " 高
''
)
(3) 侯宝林 : 《侯宝林自迭相声集》 , 甘粛
人民出版社, 1987年｡ (簡称" 侯
''
)
(4) 王緋編 : 《張辛欣代表作》 , 黄河文芝
出版社, 1988年｡ (筒称
" 弘")
(5) 中央屯視台研究室編 : 《春草咲欺晩会
相声逓粋≫ , 中国｢ 播屯視出版社, 19 0
年｡ ( 筒称 "香 ")｡
(6) 王朔: 《王朔唱趣小幌迭》 , 作家出版
社, 1991年｡ (簡称 ``王 ")
③ 実地指中国北京市｡ 篭者干1993年8月扮
旅居那里, ｢尋交機机会, 核査了 - 批自造的
例句｡ 進入本稿的63十, 都是得到至少三十当
地居民承伏的 . 在正文中, 只掠序号 ｡
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本稿 は多義語の ｢給｣(gii) の意味と機能に つ い て 考察を加 えた もの で あ る ｡ ｢給｣ の 意味
と機能を再検討した結果､ それを下記の ように 7通りに大別する ことがで きた ｡ 本稿 で は ､ そ
れらを順に具体的な構文の 述部に入れて より詳細な考察を加え ､ 意味と機能の上から ｢給｣ を
7 つ に分類する ことが妥当で あるとの結論を得た ｡
1 ｢給A｣
述部の語序が ｢給+乙 + 0｣ ㈱で ある場合
乙と0を別々 に ､ 又 は ､ 同時に省略する こ と
が で きる｡ ｢給+乙 + 0+ Ⅴ｣ は前述 した語
序の延長で ､ Ⅴが 0の 用途を示 し ､ ｢給｣ が
次の ｢給B｣ の 働きを兼ね る｡
語序が ｢0 +袷+乙｣ の場合もあるが ､ そ
れは0を主語 に した結果､ また は ｢把｣ か Ⅴ
の 客語 に した結果で ､ 乙を省略しない 等が前
提条件となる ｡
要するに ､ ｢給｣ は ｢与え る｣ を意味す る
動詞 で ､ 間接客語を伴うことが できる ｡
2 ｢給 BJ
｢給+乙 + Ⅴ+ 0｣ の語序に おい て ､ V O
が ｢菓子を食べ る｣ の 頬で ある場合 ､ ｢給 +
0｣ の 関係が成立し､ ｢ 給｣は 0を受け入 け
る ことを咋容すると い うこ とを表わ し､ ｢ 譲｣
に相当する ｡
VOが ｢メ ン ツ を失う｣ の類で ある場合､
倒置および省略の形式がなく ､ ｢給｣ は乙 に
｢面目無 い｣ の ような損害を被らせ る こ とを
表わ し ､ ｢ 使｣に相当する ｡
要する に ､ ､ ｢給B｣ は使 役を表す動詞 で
｢給A｣ の意味を同時に有する ｡
3 ｢給CJ
｢給+乙｣一Ⅴ + 0｣ の語序に お い て ､ VO
が ｢菓子を買う｣ の 類で ある場合､ 0の受領
者が乙で あるの で ､ ｢給+乙 + 0｣ の 関係 も
成立する ｡
V O が｢汗を拭く｣ の類で ある場合､ 乙に
与え るもの は0で なく ､ V Oの効果で ある｡
こ の類か ら､ 命令の 口調を強め るなどの表現
が派生する ｡
要するに ､ ｢給C｣ は文法上 ･ 意味上 ､ 前
置詞の ｢為｣ の働きをする ｡ 同時に ｢給A｣
の意味を含ん で い る｡ なお､ ｢給C｣ の 場合
乙がしば しば省略されるとい う特徴がある｡
4 ｢給 DJ
｢給+乙 +-Ⅴ+ 0｣ の語序に おい て ､ V O
が ｢物語を話す｣ の 類 ･｢ 詫びを入れる｣ の
類 ･ ｢ 旧正月(D対句紙を張り付ける｣ の 類で
ある場合､ 文中の ｢給｣ を､ それぞれ ｢対｣･







要するに ､ ｢給D｣ は動作の 目標の 相手 ･
場所を示す乙を文中に引き入れる働きがある｡
前置詞 で はあるが ､ 語義に やはり ｢給A｣ の
意味合い が感じられる ｡
5 ｢給EJ
｢給+乙 + Ⅴ+ C｣ の 語序に お い て ､ 乙が
実質的な0で ある場合､ 前置詞の ｢把｣ に相
当するが ､ それは北京の方言で ､ 共通語 に は
ならない で あろう ｡
乙が加動者を示す場合､ 同語序は受動文の
述部の条件を具備し､ 同語序で述 べ られる事
物も受動文の内容及び語感に合致して い る｡
故に ､ ｢給E｣ の ｢給｣ は ､ 前置詞 の ｢被｣
の同義語 で あるとい え る ｡
6 ｢給FJ
｢把+丙+袷+ Ⅴ+ C｣ の 処置式語序また
は ｢譲+丙+袷+ Ⅴ+ 0｣ の受動式語序に お
い て ､ ｢給｣ は不可欠で はない が ､ 受動者ま
た は加動者を示す丙の存在を強調する働きが
認め られ る｡ なお ､ ｢給F｣ が 状況語の ｢把
丙｣ また は ｢譲丙｣ と述語の Ⅴの間に 位置す
る ことか ら､ 助詞 で なく ､ 副詞 と見なす こと
が で きる であろう｡
｢給+ Ⅴ + C｣ の語序は ､ 前述した丙語序
の簡略な形式で あると考え られる ｡ それは ､
文脈か ら ｢丙｣ を探し出し､ それに ｢把｣ ま
た は ｢譲｣ を冠 して ｢給｣ の前に入れる こと
が でき るか らである ｡
要するに ､ ｢給F｣ は副詞 で ､ 処置文また




+袷+乙 + 0｣ の 語序に おい て ､ 構
文上不可欠な要素で はない ｢給｣ に は､ 一 部
の Ⅴ '(例えば ｢送｣ ･ ｢借｣) の 語 義を明確に
する働きが ある ｡
｢Ⅴ +袷+乙 + 0｣ の 語序に おい て ､ 構文上
不可欠 な ｢給｣ は ､ 0 が動作に よ っ て乙に所
有される ことを表わす ｡ 0 に更に 動詞が続い
た場合､ ｢給｣ は ｢給B｣ の 働きを兼ね る こ
とになる ｡
要するに ､ ｢給G｣ は前置詞 で ､ 乙を伴 っ
て Ⅴ の補語 となり ､ 0の受領者を示す｡
( 注) 構造式中の 略号 は次の 通りで ある ｡
｢ 乙｣: 動詞と して の ｢給｣ の間接客語 ･ 前置
詞として の ｢給｣ の客語
｢0｣: 動詞として の ｢給｣ の 客語 ｡ その 他の
動詞の 客語 ( 倒置 の客語 を含む)
｢Ⅴ〕: 間接客語 を伴わ ぬ動詞
｢Ⅴ '｣: 間接客語を伴い 得る動詞
｢C｣: 動詞の補語 ･ 助詞の ｢了｣等
｢丙｣: 前置詞の ｢把｣ もしくは ｢譲｣等の 客
語
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